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まず、３年次の皆さんに「悩むこと」についてお話します。 

１学期、3 年次専門学校希望の２４人の生徒と校長室で個別面談をしました。なぜ、専門学校希望者だけ

なのかというと。学校は進学する生徒や公務員、民間就職の生徒には講習など様々なプログラムを組み、

長い時間をかけて支援していますが、専門学校は出願したら「合格」するため、担任以外は特段学校が支

援することがないからです。せめて、専門学校出願前に丁寧に支援、指導ができればという想いから毎

年、校長室で面談をしています。様々な生徒がいました。自分の夢が明確で、そのために沢山の学校を調

べて出願先を決めた人。美容師を目指しているある生徒は市内の美容院のほとんどに行ったそうです。

カットの技術や接客方法などについて、熟知していました。きっといい美容師になると思いました。一方

で、短大や大学への変更を考え直している生徒もいました。すでに出願先を決めていたけれど、夏休みに

他の学校にも行って、再度比較検討してみるという生徒もいました。皆必死で自分の進路と向き合って

いました。3 年生になっても「進路に迷う」のは当たり前のことです。約束します。どんな形で進路が変

わっても私たち教員は「今さら変更するな」などということは言いません。皆さんの一生を左右する決断

です。精一杯悩んでほしいと思っています。その結果の変更であれば、私たちはそれを支援します。 

３年生の皆さん。進学する人も就職する人も精一杯悩んで、努力して、後悔のない夏休みにしてくださ

い。高校卒業後にどこに行くかはあなた自身がこれからの人生を「どう生きていくか」を決めることとイ

コールです。 

 

１，２年次の皆さんには人間関係の話をします。 

１年生は高校に入学して、２年生はクラス替えを経て、新しい人間関係に悩んだことだと思います。 

「人の目が気になる。自分のことを言われているのではないかと気になり、辛い。人とうまく話せない。」

そんな生徒も沢山いました。自分の弱さを自覚し、他人に対して恐れを持つ人は他者への思いやりを持

つ人でもあります。皆さんたちは大丈夫です。どうかそんな自分に自信を持って、高校生活で少しずつ自

分の世界を広げてください。 

 

逆に「他者に対する恐れも思いやりもなく、自分や自分のグループが思ったことを言い、他人を無視し

たり、他者を傷つける言動をしている人。何より自分自身を大切にしていない人」そんな人も少数です

が、います。そんな人こそ心配です。支援が必要だと思っています。 

そうした人に必要なのはたった一つ「想像力」です。もっともっと沢山の経験をして、他人の気持ちが分

かる人になってください。そのままだとやがてあなた自身が他者との関係が困難になります。早く気が

付いて、成長してください。 

 

これから来る夏休み、３年生は進路達成のため精一杯の努力を。１，２年生は講習を含めた学びをしっ

かりと行った上で、ボランティアでも講演会の参加でもなんでもよいので、何かに挑戦し、自分の人生を

広げてください。 

どうかよい夏休みを過ごしてください。１学期よく頑張りました。先生方も忙しいとは思いますが、是非

ご自身の時間を取り、よい夏休みを過ごしてください。そのことを願って、１学期終業式式辞とします。 


